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出
歳

歳出

■ 当初予算の推移

平成28年度

平成27年度

平成26年度

平成25年度

平成24年度

平成29年度 一般会計予算３５０
４年連続 増額「おおたわら　

300.7億円

346億円

平成29年度 350億円

329.3億円

0 100 200 300 400

297.4億円

307.3億円

歳

扶助費　12.1％
42億4332万円

公債費　11.0％
38億6084万円

歳

物件費物件費
16.2％16.2％

56億7901万円56億7901万円

物件費物件費
16.2％16.2％

56億7901万円56億7901万円

繰出金　7.6％
26億4133万円

その他の経費　3.1％
10億8206万円

義務的経費
37.9％

132億7115万円

投資的経費
19.2％

67億1678万円

その他の経費
42.9％

150億1207万円

人件費　14.8％
51億6699万円

普通建設事業費
19.2％

67億1677万円

補助費等
16.0％
56億0967万円

物件費
16.2％

56億7901万円

災害復旧費　0.0％
1万円

※1万円未満を端数処理しているため、
　実際の数値と異なることがあります。

　

歳
出
に
つ
い
て
、人
件
費
は
前

年
度
比
1
億
2
5
1
0
万
6
千
円
、

2
・
5
％
増
の　

億
6
6
9
8
万

51

7
千
円
と
な
り
ま
し
た
が
、扶
助

費
は
前
年
度
比
5
2
9
8
万
4
千

円
、1
・
2
％
減
の　

億
4
3
3
2

42

万
5
千
円
、公
債
費
は
前
年
度
比

1
億
6
8
2
0
万
1
千
円
、4
・
2

％
減
の　

億
6
0
8
3
万
8
千
円

38

と
な
り
、義
務
的
経
費
全
体
で
は

前
年
度
よ
り
約
1
億
円
減
少
し
ま

し
た
。

　

投
資
的
経
費
で
あ
る
普
通
建
設

事
業
費
は
、前
年
度
比　

億
9
4

11

4
5
万
4
千
円
、　

・
6
％
増
の　

21

67

億
1
6
7
6
万
8
千
円
と
大
幅
な

増
額
と
な
り
ま
し
た
。内
訳
は
補

助
事
業
費
が
前
年
度
比　

億
5
4

14

9
3
万
5
千
円
、　

・
7
％
減
の　

31

31

億
3
9
0
8
万
4
千
円
と
大
き
く

減
額
と
な
る
一
方
で
、単
独
事
業

費
は
前
年
度
比　

億
4
9
3
8
万

26

9
千
円
、2
8
5
・
4
％
増
の　

億
35

7
7
6
8
万
4
千
円
と
大
幅
な
増

額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

歳
出
の
主
な
事
業
や
新
規
事
業

と
し
て
は
、市
庁
舎
復
興
再
整
備

事
業
、道
の
駅
那
須
与
一
の
郷
調

整
池
改
修
事
業
、3
・
3
・
2
号
大

田
原
野
崎
線
道
路
改
良
事
業
や
地

方
創
生
道
整
備
推
進
交
付
金
事
業

な
ど
に
よ
る
市
道
整
備
工
事
、練

貫
地
区
の
圃
場
整
備
事
業
と
併
せ

て
実
施
す
る
住
宅
分
譲
地
事
業
、

認
定
こ
ど
も
園
や
小
規
模
保
育
施

設
等
へ
の
給
付
費
補
助
、こ
ど
も

医
療
費
や
各
種
予
防
接
種
費
用
の

助
成
、子
宮
頸
が
ん
の
H
P
V－

D
N
A
併
用
検
診
の
実
施
、安
心

生
活
見
守
り
事
業
、消
防
団
員
用

防
火
衣
の
購
入
等
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

　

平
成　

年
度
一
般
会
計
の
当
初
予
算
額
は
、
子
育
て
支
援
か
ら
障
害
者
、

29

高
齢
者
福
祉
に
至
る
ま
で
の
行
政
需
要
の
増
加
に
対
応
す
る
と
共
に
、
新

庁
舎
建
設
事
業
の
本
格
的
工
事
着
手
や
小
学
校
改
築
事
業
、
道
路
改
良
事

業
な
ど
大
規
模
建
設
事
業
の
ピ
ー
ク
の
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
年
度
と

比
較
し
て
、
4
億
円
、
1
・
2
％
増
の
3
5
0
億
円
と
な
り
、
新
大
田
原

市
発
足
以
降
、
最
高
額
の
予
算
規
模
と
な
り
ま
し
た
。

　

予
算
審
査
特
別
委
員
会
で
は
、
議
案
第
2
号
か
ら
議
案
第　

号
ま
で
の

10

9
議
案
に
つ
い
て
、
原
案
の
と
お
り
可
決
い
た
し
ま
し
た
。

「
少
子
化
・
高
齢
化
対
策
」に
傾
注

婚
活
、出
会
い
事
業
、子
育
て
環
境
整
備
、高
齢
者
の
社
会
参
加
な
ど
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入
歳

歳入

予算審査特別委員会の日程

3月6日

13日

14日

15日

正副委員長の互選、

分科会の設置、会議日程

第1分科会、第2分科会

第3分科会、第4分科会

予算審査全体会

委 員 長／大豆生田春美　副委員長／星雅人

予算
審議

億円
国造り実行予算」

過去最高

繰入金　4.1％
14億1950万円

その他の依存財源　1.9％
6億6400万円

その他自主財源
6.2％

22億1701万円

地方消費税交付金
4.0％　14億円

県支出金
6.6％

22億9363万円

繰
1

自主財源
39.1％

137億1608万円依存財源
60.9％

212億8392万円

源財源財自主財
1％139
源財源財自主財

市税　28.8％
100億7957万円

77億円

市債　13.8％
48億2050万円

国庫支出金
12.6％

44億0579万円

地方交付税　22.0％
77億7億7億77億77億円円

050050000万円0万円

付税 22.0％地方交付地方交付税　22.0％

※1万円未満を端数処理しているため、
　実際の数値と異なることがあります。

　

平
成　

年
度
は
、『
知
恵
と
愛
の
あ
る　

協
働
互
敬
の
ま
ち　

お
お
た

29

わ
ら
』
を
将
来
像
と
し
た
、
大
田
原
市
総
合
計
画
ス
タ
ー
ト
の
年
で
あ
り
、

　

年
後
、
1
0
0
年
後
の
大
田
原
市
に
と
っ
て
特
に
重
要
な
年
で
あ
る
こ

50と
か
ら
、
同
計
画
に
掲
げ
る
基
本
理
念
及
び
基
本
政
策
を
実
現
す
る
た
め

の
各
種
事
業
の
執
行
を
滞
り
な
く
推
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
厳
し
い
財
政
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
財
源
の

重
点
的
か
つ
効
率
的
配
分
に
努
め
、
高
度
化
・
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ

に
適
切
に
対
処
す
る
こ
と
を
基
本
方
針
に
、
未
来
へ
の
投
資
を
着
実
に
実

行
す
る
『
お
お
た
わ
ら
国
造
り
実
行
予
算
』
が
編
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

歳
入
に
つ
い
て
、自
主
財
源
で

あ
る
市
税
は
、法
人
市
民
税
は
景

気
回
復
基
調
で
あ
る
こ
と
、ま
た

固
定
資
産
税
は
新
増
築
家
屋
等
が

増
加
し
て
い
る
こ
と
を
考
慮
し
、

前
年
度
と
比
較
し
て
1
億
2
3
6

3
万
5
千
円
、1
・
2
％
増
の
1
0

0
億
7
9
5
7
万
3
千
円
の
見
込

み
で
す
。

　

地
方
消
費
税
交
付
金
に
つ
い
て

は
、本
年
度
の
交
付
実
績
額
を
考

慮
し
、同
額
の　

億
円
を
見
込
み

14

ま
し
た
。

　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、普

通
交
付
税
の
合
併
算
定
替
の
段
階

的
縮
減
と
い
う
減
額
要
因
が
あ
り

ま
す
が
、新
庁
舎
建
設
事
業
の
財

源
と
し
て
、震
災
復
興
特
別
交
付

税
を
見
込
み
、前
年
度
と
比
較
し

て
8
億
円
増
の　

億
円
と
大
幅
増

77

と
な
り
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
及
び
県
支
出
金
に

つ
い
て
は
、学
校
施
設
整
備
費
負

担
金
及
び
学
校
施
設
環
境
改
善
交

付
金
の
減
額
や
畜
産
競
争
力
強
化

対
策
整
備
事
業
費
補
助
金
の
減
額

に
よ
り
、前
年
度
と
比
較
し
て
国

庫
・
県
支
出
金
併
せ
て
、4
億
7
2

8
7
万
9
千
円
減
の　

億
9
9
4

66

1
万
9
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
債
は
、新
庁
舎
建
設
事
業
の

本
格
的
工
事
着
手
、道
路
整
備
事

業
及
び
道
の
駅
那
須
与
一
の
郷
調

整
池
改
修
事
業
の
着
手
な
ど
、大

型
事
業
や
継
続
事
業
の
計
画
的
実

施
に
伴
い
、1
億
6
1
7
0
万
円
、

3
・
5
％
増
の　

億
2
0
5
0
万

48

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

市
債
の
内
訳
は
、臨
時
財
政
対

策
債
が
前
年
度
と
比
較
し
て
8
0

0
0
万
円
増
の　

億
8
0
0
0
万

13

円
で
市
債
全
体
の　

・
6
％
、合
併

28

特
例
債
が
前
年
度
と
比
較
し
て
6

億
9
2
4
0
万
円
減
の　

億
6
9

17

5
0
万
円
で　

・
7
％
を
占
め
て

36

お
り
、合
併
特
例
債
と
臨
時
財
政

対
策
債
の
占
め
る
割
合
は
市
債
総

額
の　

・
3
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

65




